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現在の大洲
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１5ページ～ おしらせピックアップ
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24ページ  集まれＯ級若モン

25ページ～  図書館・保健センター・各種相談ガイド

28ページ  がんばるひと（大和書道会）

税　　　別 7月 8月 9月 10月

市 県 民 税 2期 3期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期 3期 4期

７ 月の納税など　納期限は 7 月31日㈬です。

人の動き（先月比）

人　口　42,945人　（－ 80 ）
　男　　20,504人　（－ 39 ）
　女　　22,441人　（－ 41 ）
世帯数　19,864世帯（－  6 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　26件（　42 件）
　死　者　　0人（     0 人） 
　負傷者　29人（　58 人）

（2019年５月末現在）

　第24回鹿野川湖ドラゴン
ボート大会が、５月26日㈰、
鹿野川湖で開催され、26チ
ーム約300人がタイムを競
い合いました。
　どのレースも熱い展開と
なり、会場は始終盛り上が
りを見せていました。

　

大
洲
農
業
高
等
学
校
３
年
の
西
田
さ

く
ら
さ
ん
は
、
５
月
24
日
㈮
に
エ
ミ
フ

ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
で
開
催
さ
れ
た
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
競
技
県
大
会
の
個
人
部

門
に
出
場
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

西
田
さ
ん
は
、「
シ
ダ
植
物
の
ト
ク

サ
を
写
真
の
フ
レ
ー
ム
枠
の
よ
う
に
使

っ
て
、
凛
と
し
た
作
品
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
大
会
直
前
ま
で
作
品
の
デ
ザ
イ
ン

を
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
、
講
師
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
と
に
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
を

決
定
し
ま
し
た
」
と
大
会
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
感
想
に
つ
い
て
、「
個
人

部
門
で
の
出
場
は
初
め
て
で
緊
張
し
ま

し
た
が
、
練
習
の
時
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ

の
作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
入
賞
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、

最
優
秀
賞
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
に
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
西
田
さ

ん
。「
全
国
大
会
で
は
、
作
品
に
テ
ー

マ
が
設
け
ら
れ
る
た
め
、
制
作
難
易
度

が
上
が
り
ま
す
。
昨
年
先
輩
が
受
賞
し

た
銅
賞
を
超
え
ら
れ
る
よ
う
、
基
本
的

な
技
術
を
さ
ら
に
磨
き
た
い
で
す
」
と

今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

フラワーデザイン競技県大会　個人部門　最優秀賞

西　田　さくら　さん

（大洲農業高等学校生産科学科 3 年）

N E X T き ら め き

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。
今年度から市県民税と固定資産税が ４ 期納付になります。

【お詫び】
　広報おおず 6 月号 6 ページおよび27ページに掲
載しました大洲喜多休日夜間急患センターの診療時
間について、誤りがありました。正しくは、本誌27
ページのとおりです。市民並びに関係機関のみなさ
んにご迷惑をおかけし、申し訳ございませんでした。
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大洲市検証会議を開催
～平成30年 7 月豪雨～

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
関
す
る

大
洲
市
検
証
会
議
が
、
５
月
13
日
㈪
、

市
役
所
２
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
や
市
民
、
市
職
員
な

ど
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
国
、
県
に

お
け
る
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、市
で
は
、

課
題
や
今
後
の
対
応
策
を
17
項
目
に
分

け
て
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
課
題
な
ど

を
国
や
県
、
愛
媛
大
学
、
浸
水
被
害
の

大
き
か
っ
た
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の

代
表
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
う
か
が

い
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
課
題
に

対
す
る
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

検証項目
⑴災害対策本部　⑵避難情報　⑶市民への情報伝達
⑷市役所内部の情報共有　⑸外部組織との連携・対応
⑹避難所開設　⑺避難所運営　⑻配食・炊出し
⑼支援物資・備蓄物資　⑽断水・給水
⑾災害廃棄物処理　⑿仮設住宅
⒀罹

り

災
さい

証明・被害調査　⒁消防団・自主防災組織
⒂業務分担　⒃職員の配置・不足
⒄マニュアル・研修

計画などの見直し 情報伝達確認の徹底 災害情報の内容の
見直し 避難判断基準の見直し

▽受援計画の策定
▽ 避難所運営マニュア

ルの見直し
▽ 業務継続計画（BCP）

の見直し

▽ 自主防災組織への受
け取り確認

▽ 消防団員への避難情
報の伝達

▽ 伝達手段ごとの情報
文の区別化

▽ ダム放流量による避
難基準の設定

▽数値による具体化

業務分担の見直し 市役所内部の
情報の共有化

仮設住宅入居者の
見守り 広報周知活動

▽ 災害対策本部業務の
見直し

▽ 各対策部業務の平準
化

▽ 市庁内電算システム
を活用した情報の共
有化

▽ 災害対策本部決定事
項の速やかな伝達

▽ 生活相談や健康相談
の継続実施

▽市民防災読本の配布
▽浸水表示板の設置
▽ 防災研修内容の見直

し

情報伝達手段の多重化

▽ 屋外拡声型防災行政無線、防災メール
（登録型）、エリアメール（プッシュ型）、
市ホームページ、テレビ文字放送（Ｌ
アラート）以外の伝達手段の検討

防災行政無線のデジタル化

▽ 肱川支所・河辺支所管内の防災行政無
線のデジタル化

避難所および
避難場所の見直し

災害・避難カード
作成事業の推進

地区防災計画の
策定見直しの推進

▽指定避難所の検討
▽ 2 次避難所の検討

▽ 避難のタイミング
（タイムライン）
の確認

▽避難経路の確認

▽ 備蓄物資に関する
事項

▽ 支援物資の配布に
関する事項

▽ 避難所に関する事
項

他機関への改善要望 指定避難所と市役所
との連絡手段の確保

▽ 災害情報システム
の改善要望

▽ 指定避難所との連
絡手段検討

【対応策1】市役所内部における業務改善を図る事項

【対応策3】
計画的に取り組む事項

【対応策2】
住民、地域および外部組織とともに改善していくべき事項

市
と
し
て
取
り
組
む
事
項
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（特集）防災力の向上を目指して
　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
は
、
肱
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
床
上
・
床
下
浸
水
が

３
千
棟
を
超
え
る
な
ど
、
過
去
に
経
験

の
な
い
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
突
然
起
こ
り
、
思
わ
ぬ
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、
市
民
が
「
自
ら
の

命
は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持

っ
て
自
ら
の
判
断
で
避
難
行
動
を
と
る

な
ど
、
住
民
主
体
の
取
り
組
み
に
よ
る

防
災
意
識
の
高
い
社
会
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
防
災
に
関
す
る
情
報
の
入
手

方
法
や
、
新
し
く
見
直
さ
れ
た
避
難
判

断
基
準
を
ま
と
め
ま
し
た
。
出
水
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、内
容
を
確
認
し
て
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

 

区
入
り
と
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

大
洲
市
に
は
、
一
定
の
広
が
り
や
集

落
を
単
位
と
し
た
５
０
０
を
超
え
る

「
行
政
区
」が
あ
り
ま
す
。区
入
り
と
は
、

そ
の
行
政
区
内
の
市
民
が
互
い
に
協
力

し
な
が
ら
活
動
す
る
組
織
に
加
入
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

転
入
・
転
居
し
た
人
の
行
政
区
は
、

市
民
生
活
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
ま

た
は
お
近
く
の
公
民
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 
区
入
り
と
防
災
の
関
係
性　
　
　
　

  

　

地
震
や
洪
水
な
ど
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、「
自
助
」・

「
共
助
」・「
公
助
」
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
自　

助
】

　

自
分
自
身
の
命
を
守
る
た
め
に
、
自

分
で
防
災
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
避
難
所

を
確
認
し
た
り
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
常
備

し
た
り
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
の
備
え

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
市
や
地
域
が
主
催
す
る
防
災

訓
練
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
知
識
を

養
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

【
共　

助
】

　

自
治
会
や
行
政
区
に
お
け
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
協
力
し
助
け
合
う
こ
と

で
す
。

　

地
域
で
の
避
難
誘
導
や
避
難
所
運
営

に
協
力
し
た
り
、
消
火
活
動
や
炊
き
出

し
を
し
た
り
、
地
域
で
支
え
合
い
助
け

合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
る
た
め
、
避

難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

【
公　

助
】

　

市
役
所
や
消
防
・
警
察
な
ど
に
よ
る

救
助
活
動
や
、
支
援
物
資
の
提
供
な
ど

の
公
的
支
援
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
食
料
や

飲
料
水
な
ど
の
生
活
物
資
の
備
蓄
、
資

機
材
の
整
備
、
民
間
事
業
者
な
ど
と
の

応
援
協
定
締
結
、
防
災
訓
練
な
ど
の
実

施
が
、事
前
対
策
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
情
報
の
収
集

と
発
信
、
人
命
救
助
や
復
旧
・
復
興
を

担
っ
て
い
ま
す
。

 

区
入
り
の
重
要
性　
　
　
　
　
　
　

  

　

区
入
り
を
す
る
こ
と
で
、
誰
が
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
か
を
地
域
の
み
な
さ
ん

が
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
早
め

の
避
難
が
必
要
で
あ
る
か
の
判
断
、
発

災
直
後
に
お
け
る
避
難
誘
導
や
安
否
確

認
、
救
援
物
資
の
供
給
や
炊
き
出
し
な

ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
防
災
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

市
や
自
治
会
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
講

演
会
や
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
「
区
入
り
」

一人で守る

みんなで守る

自助
自分の身は自分で守る

（市民一人ひとりの活動）

公助
（防災機関の対応）

共助
みんなのまちはみんなで守る
（自主防災組織などの活動）

防災対策
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
、
肱
川
の
県

管
理
区
間
の
水
位
周
知
河
川
へ
の
指
定

な
ど
を
受
け
、
避
難
勧
告
な
ど
の
避
難

判
断
基
準
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

万
一
の
災
害
に
よ
り
人
的
被
害
を
受

け
な
い
た
め
に
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の

情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
た
だ
ち
に
安

全
な
避
難
場
所
に
避
難
し
、
身
の
安
全

を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

基
準
に
関
わ
ら
ず
、
異
常
洪
水
時
防

災
操
作
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
水
位
の
急

激
な
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
避

難
指
示
（
緊
急
）
を
発
令
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
、「
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊
急
）
な
ど
の

危
険
度
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
」、「
さ

ま
ざ
ま
な
防
災
情
報
を
十
分
に
活
用
で

き
な
か
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見
を
踏
ま

え
、
国
に
お
い
て
、
避
難
勧
告
な
ど
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
災
害
発
生
の
高
ま
り
に
応

じ
、
防
災
情
報
を
直
感
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
、「
警
戒
レ
ベ
ル
」
を
用
い
て
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
伝
え
ま
す
。

避
難
判
断
基
準
の
見
直
し

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難

　

警
戒
レ
ベ
ル
３
や
警
戒
レ
ベ
ル
４
で

は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
で
声
を
か
け
合

っ
て
、
確
実
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
身

の
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、
警
戒
レ
ベ

ル
に
関
わ
ら
ず
、
安
全
な
避
難
場
所
へ

避
難
す
る
か
、
命
を
守
る
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

警
戒
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
内
閣
府

防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

種　別 内　　容

避難準備・
高齢者等避難開始

住民に対して避難準備を呼びかけ
るとともに、高齢者や障がい者な
ど配慮を要する人とその支援者は
立ち退き避難する

避難勧告 予想される災害に対応した避難場
所などに立ち退き避難する

避難指示（緊急）

既に災害が発生していてもおかし
くない極めて危険な状態となって
いて、すぐに避難場所などへ避難
するか、状況によっては命を守る
最善の行動をとる

地　区 肱川 大川・菅田 柚木・久米 五郎･只越･東大洲･平･松ヶ花･
春賀･八多喜･伊州子･白滝･豊中 長浜・沖浦

判断基準 ダム放流量 大川水位観測所 大洲第 2
水位観測所

大洲第 2
水位観測所

大洲第 2
水位観測所

避難準備・
高齢者等避難開始

１,１50㎥/sの放流が予
想されたとき 4.9m 4.5m 4.8m 4.5m　※ １

4.0m　※ 2

避難勧告
600㎥/sから１,１50㎥/s
に放流量を増加させる
連絡を受けたとき

5.65m 5.5m 5.8m 5.0m　※ １
4.5m　※ 2

避難指示
（緊急）

異常洪水時防災操作を
行う通知を受けたとき 6.１m 6.0m 6.3m 5.0m　※ 2

※ １ 　満潮位が3.2mを超える予想があり、満潮位の 2 時間前の水位　※ 2 　満潮位が3.5mを超える予想があり、満潮位の 2 時間前の水位

警　戒
レベル

避　難
情　報住民がとるべき行動

5 災害発生
情報

命を守るための
最善の行動をとる

4 避難勧告、
避難指示全 員 避 難

3 避難準備･高齢
者等避難開始

高齢者･障がい者･乳幼児などと
その支援者は避難、他の住民は準備

2 洪水注意報･
大雨注意報

災害に備え、ハザードマップなど
により、自らの避難行動を確認

1 警報級の可能性
(早期注意情報)

防災気象情報などの最新情報に
注意し、災害への心構えを高める
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川
の
情
報
を
確
認

 
緊
急
速
報
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

  
　

国
が
管
理
す
る
肱
川
の
区
間
で
、
川

が
氾
濫
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
時

に
、
そ
の
周
辺
の
住
民
に
対
し
て
氾
濫

の
危
険
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
が
発
信

さ
れ
ま
す
。

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
後
は
、
防

災
無
線
、
テ
レ
ビ
、
川
の
防
災
情
報
な

ど
で
自
治
体
の
情
報
や
川
の
情
報
を
確

認
し
、
安
全
確
保
を
図
る
な
ど
適
切
な

防
災
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

川
の
防
災
情
報　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

降
雨
や
肱
川
の
状
況
を
確
認
す
る
に

は
、
国
土
交
通
省
「
川
の
防
災
情
報
」

を
活
用
く
だ
さ
い
。

【
ア
ク
セ
ス
方
法
】

▽
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

http://w
w
w
.river.go.jp/

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

　

http://w
w
w
.river.go.jp/s/

【
川
の
水
位
が
分
か
る
】

　

川
に
設
置
し
た
水
位
計
で
、
近
く
の

川
の
水
位
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
、
リ
ア
ム
タ
イ
ム
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
川
の
様
子
が
分
か
る
】

　

映
像
監
視
シ
ス
テ
ム
カ
メ
ラ
の
映
像

で
、
現
在
の
川
の
様
子
が
分
か
り
、
川

に
近
づ
か
な
く
て
も
状
況
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
雨
の
状
況
が
分
か
る
】

　

今
、
ど
こ
で
ど
れ
く
ら
い
の
雨
が
降

っ
て
い
る
の
か
を
、
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る

観
測
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
版
「
川
の
防
災
情
報
」
で
は
、

位
置
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
今
い

る
場
所
の
雨
の
様
子
や
小
位
計
が
設
置

さ
れ
て
い
る
川
の
状
況
を
す
ぐ
に
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

洪水情報の「緊急速報メール」の配信イメージ

河川管理者（国）
気象庁

携帯電話会社 住民のみなさん

洪水情報 緊急速報
メール

緊急速報メール　配信訓練　を実施します
【日　時】 7 月2₈日㈰　午前 ₉ 時頃
※携帯電話・スマートフォンが一斉に鳴ります。

【対象者】 NTTドコモ、au、ソフトバンクの携帯電話、スマートフォン、タブレット端末（いずれも対
応機種のみ）を持ち、上記の時刻に大洲市内にいる人

【問い合わせ先】国土交通省　大洲河川国道事務所　工務第一課　☎24︲5１85
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野
村
ダ
ム
・
鹿
野
川
ダ
ム
の
新
た
な
操
作
規
則
が
決
定
し
ま
し
た

　

国
土
交
通
省
は
、
野
村
ダ
ム
・
鹿
野

川
ダ
ム
の
新
た
な
操
作
規
則
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
で
増
加
し
た

洪
水
調
節
容
量
を
活
用
し
、
中
規
模
洪

水
で
は
鹿
野
川
ダ
ム
に
効
果
を
発
揮
さ

せ
、
よ
り
大
規
模
な
洪
水
で
は
野
村
ダ

ム
お
よ
び
鹿
野
川
ダ
ム
に
効
果
を
発
揮

さ
せ
る
操
作
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
操
作
規
則
は
激
特
事

業
が
完
成
す
る
ま
で
の
お
お
む
ね
５
年

間
の
規
則
で
あ
り
、
河
道
整
備
が
進
ん

だ
段
階
で
大
規
模
洪
水
に
対
応
で
き
る

も
の
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

野
村
ダ
ム
・
鹿
野
川
ダ
ム
の
新
た

な
操
作
ル
ー
ル
の
考
え
方
に
対
し
て

４
月
16
日
か
ら
１
カ
月
間
、
肱
川
流

域
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
募
集
を
行

い
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
詳
細
お
よ
び

ダ
ム
管
理
者
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

山
鳥
坂
ダ
ム
工
事
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ダ
ム
操
作
に
関
係
す
る
意
見
を
取
り

ま
と
め
て
い
ま
す
。
河
川
整
備
な
ど

に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

http://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/
yam
atosa/info/ikenbosyuu.htm

l

【鹿野川ダム】
▽ 菅田地区の堤防が整備中で浸水被害が頻発し

ていることを考慮し、600㎥/s定量の時間を増
加させることで、より多くの洪水で600㎥/s以
下の流下量となります。

▽ 大規模な洪水に対してダムの容量を確保する
ため、東大洲地区などの暫定堤防70㎝かさ上
げ見合いで、最大流下量を約35%増加させま
す。

　（850㎥/s→１,１50㎥/s）

【野村ダム】
▽ 大規模な洪水に対してダムの容量を確保

するため、洪水初期の段階で流下量を増
加させる操作に変更しました。

　（300㎥/sから定率調整）
▽ 野村ダム下流の河川整備見合いで、最大

流下量を１,000㎥/sとしました。

鹿野川ダム改造事業の完成（治水容量の増強） 野村ダム　治水容量の確保
（利水容量の一部を活用）

 

新
た
な
操
作
規
則
の
概
要　
　
　
　

  

予備放流水位 標高 81.0m 

洪水時最高水位 標高 89.0m 

治水容量 1,650万㎥ 

予備放流水位 標高 76.3m 

洪水時最高水位 標高 89.0m 

治水容量 2,390万㎥ 

クレストゲート敷高 
標高 76.0m

トンネル洪水吐 
600㎥/s 

標高 53.0m 

1.4倍 

利水容量 
920万㎥ 

治水容量 
350万㎥ 

事前放流量 
250万㎥ 

流入量流入量 流
量

流
量

時間時間

※ダムの容量が満杯になることが想定される場合には、流下量を流入量に近づける操作（異常洪水時防災操作）を行う可能性があります。

300㎥/s 
600㎥/s 

最大1,000㎥/s 
1,150㎥/s 

野村ダム鹿野川ダム 黒　　　　流入量
赤　　　　放流量
破線は流入量が大きく
なった場合（異常洪水
時防災操作）
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